
掘立柱建物は18棟見つかっていますが、先にも記したように、ほとんどが大型建物と重複するもので、『ムラの時代』の

ものです。建物のほとんどの平面プランはまだ検討途中で明確になっておらず、ここで紹介するには至りませんでした。

ただ検出時において、その柱穴の形や大きさから、平面プランが明瞭だった2棟の掘立柱建物について説明します。こ

れらの建物は大型建物3と重複する位置にあります。

掘立柱建物12

掘立柱建物12・13全景
（北東より撮影）

掘立柱建物12・13

この2つの建物は、一辺60～

80cmの正方形、または長方形の隅

丸方形で深さは80cmほどもある柱

穴を持ち、また直径10～20cmの柱

痕が明確に残るものもありました。建

物の方位はややずれてはいますが

磁北を示します。掘立柱建物12は

東西・南北とも2間、一辺3．5mの正

方形、掘立柱建物13は東西3間で

45m、南北2間で3．6mの長方形です。

柱穴内から須恵器が出土しています。

この2つの建物は、柱穴の

形状や柱間隔、方位等から

古墳時代後期の集落に伴う

建物とするのが妥当でしょう。

しかし可能性として大型建

物以前の時期、瓦窯が構築

され、操業を開始した初期段

階の施設なのかもしれません。

そう考える理由は、柱穴の形

状が大型建物に酷似するこ

とからです。

＿三二‾‥二二‾一‥、準．還．．・：一二、：

’句

ち　．，．－．＿＿＿　　　　　　　胸
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住居址の間を縫うように、かつて水か流れていた痕跡がありました。埋土からは、弥生時代中期の遺物と古墳時代後

期の遺物が出土しました。2つの『ムラ』の時代を通じてここを水が流れていたようです。そして『工房の時代』に、おそら

く完全に埋められたものと思われます。流路の底に2箇所の大きな穴を見つけました。中には多くの土器や炭の堆積が

見られました。弥生の『ムラ』の貯水施設ではないかと思われます。

貯水穴1全景
南東より撮影）

貯水穴1

住居址11の南東に、位置する穴です。

検出した際の直径1．5m、深さ1．2mほ

どでしたが、本来の最大径は、およそ3m、

深さも2mほどになるだろうと思われます。

埋土中から大量の弥生土器が出土し

貯水穴2の掘削が底近くにまで及んだ頃、1つ

のほとんど完形の弥生時代中期の細頚壷が出

土しました。この壷を取上げてみると、下側にな

っていた胴部の下半に長径10cmほどの楕円

形の穴が穿たれていました。祭りなどで土器を

奉げるとき、穴をあけておく例は古代ではよく見

られます0この土器もおそらくこの穴を埋める際に、！

水の神にささげられたものだと思われます。　」
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聖二と逆ミh二竺：芸

大型建物2の内部を想像

して見ました。わかりやす

いように屋根や壁などの一

部を省略しています。身舎

の部分が倉庫、庇の部分が

作業場になっています。建

物の構造を含め、本当にこ

のようだったかはわかりま

せん。

I　鴫、馳二、・、哩
今回の酉田中遺跡発掘調査は、藤原宮の造瓦工房を確認したことが最大の成果だと思います。しかし、この遺構の

重要性は、今後、古代の造瓦に関する研究や本格的な都城制を導入した藤原宮の造営事業に関する研究の基礎資

料となり得ることから、より高くなることでしょう。これまで個々の遺構について説明してきましたが、最後にこれまでの説明

では触れなかった、大型建物群についての推測や問題点をまとめておきたいと思います。

まず、大型建物群の出現ですが、瓦生産の当初からは存在しなかったように思われます。それは掘立柱建物12と13

の存在、この概報ではこの2つの建物だけ説明しましたが、方位を磁北にとる建物は、これら以外にも掘立柱建物6・7・8・9・

11などがあり、柱穴掘形は12・13に比べかなり小さいながら方形のものです。いずれの建物も、大型建物と重複し、大型

建物より古いものです。年代の確定ができず、古墳時代後期の集落に伴う建物の可能怪が非常に高いのですが、初期

の工房の施設とする可能性も捨てきれません。もうひとつ、その理由として上げられるのは、大型建物1南側で検出した

粘土採掘境の存在です。このように深い穴を建物の非常に近くに掘るとは考えにくく、初期段階に掘られた穴を埋めた

後に建物が建てられたと見るべきかと思います。いずれも積極的な根拠とはなりませんが。

大型建物群の施設としての性格は、一言でいうと作業所兼倉庫と考えています。そう考える理由は、すべての建物の

周囲に同じような白い溝が存在することからです。これは、5つの建物が同じように利用されていたことを意味します。大

型建物1には、粘土を捏ねた穴があり、大型建物2北側の溝もこのような施設だろうと先に述べましたが、ほかの建物では

ごく浅い溝が見つかっているだけです。しかし、これらの浅い溝も同様の施設だったと思われます。なぜその大きさに違

いが生じたのかは、建物の建てられた時間差によるものと考えます。建物の建てられた順番については、その平面プラン

や配置から大型建物1→大型建物2→大型建物4・3→5の順になることを推定しましたが、建物が増えることによって、粘

土を控ねる施設の規模が、小さくて済むようになったと考えられるからです。これは、建物の数が増えることで、個々の建

物において、作業する工人の数が減ったことを意味するのではないでしょうか。
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また、大型建物1の穴や大型建物2の溝は、粘土を貯蔵していたと考えられますが、建物が増えたことによって粘土の貯

蔵は、建物内で行うようになったのかもしれません。冬場の凍結を防ぐためにも、そのようにした可能性は高いと思います。

最後に非常に大胆な推測なのですが、大型建物群は本当に藤原宮造営のために作られた施設だったのでしょうか。

平城宮遷都の際、多数の藤原宮の瓦が輸送されたようですが、平城宮造営の初期段階において西田中の瓦窯群が再

利用され、その工房が新たに大型建物群として再建された可能性はないでしょうか。

以上記したことは、これからの遺物整理作業等において明らかになる部分もあろうかとは思いますが、現時点での調

査担当者の思いつきを述べておきます。
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38分

135度

45分
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3215 市営住宅

建設工事
新町地内 6秒 32秒 19980820－
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所収遺跡名 種別 主　な　時　代 主　　 な　　 遺　　 構 主　 一な　 遺　 物 特　 記　 事　 項

．西田中遺跡

1

瓦工房 弥生中期 掘立渠建物　 1畢 弥生土器、石器、土師 藤原宮の造瓦所

集落
古墳後期

堅穴住居　　　　 20棟

その他 貯水壊、土壌、自

然癒路、溝など

器、須恵器、瓦

白鳳後期 大型掘立柱建物　 5棟

掘立柱建物　　 1棟

その他 溝、粘土採掘壕

など
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